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j..Iヽ｡'-･゛－ン･、Iす|rういて|ま、1－導看【指聾者】の任務、油位、lj●導者としてぬ麦質、指●力、蛯皐

‘･｡9.ts¶、哨皐すろこと、4.播●者趙、指露看団などがあげ６れている。まｔ欄非桟一
(llま、り一ダー

'‥‘i･りi、●Åの性格や龍力をいうので1まな４て、それぬ岬i鯛僧団ａ威員|こよ･iて、lj－ダー皿とし

で�めらil･たとSIご、その機能●いうのであ芯。あるいは、独自能力が犠窟親達自関孫|ごおいて、たまた

！入闇闇孫|こ位置したと11ご、その能力gま、この皿lcisいて指導性●●、てくる。その場合の能力をリ

ーダーシ。ヅといろ。と述ぺ、塑|ごりーダーの特性、復い|まji－･りナljヂ４であち、慎団の方向性を痩宦

すき統率力であａと定義しているが、ｌのよろ|こ包括的な考え方が侈い。また慎団の鴨性|ごよ９て6Ia－

ダーシー､づの定義jま集、てくる例として、アｊり・擲ｘで|まｆｌＡａＡ間が、liかの人間の心からの服槌、

桐佃、●巻、息饗な協力●帯芯ようなやり方で、人間の思澗、針●、行為を指標で●、１･っそのような特

権●●て石ようlごなる技剛、科挙、ないし天分、と定●づけてい芯。なお檜足としてりーダーシ。プは生

まれながらall－ダーの技術や天ilで|まなくて、･』－ダーシ。プの賃銭が近代的�息巻●、て、科学的、

具体的|ごアプローチすること一応蕃であａとしている。またりーダーシ。プ|ま、Å醐�係。具体的にsま１

Åの人間と慎団、ll －ダーとフ。ロアー０関係|ご�すａ閔塵である。それli個人が兪哨や説得、そａ仙ぬ

手段|こより、Ｓくの人間を心服ｓせたいと毘う一‘ｺａ意趣で、●わめて強い鋤欄づけが存在する。いやし

な!iれljならないという前提1と立ヽでいる。と述べているが、銃劃と朧律を・裡する随一慎一|こおけ昌り

ーダーａ地位や役割1こよ芯統率力を中心としたIU －ダーシ。プの概念●示したものといえよう。このlg一

ダーシ、プの鵬きは、筆塚という特殊な集団ICおける考え方であるが、咀細の強化、琥いは高度な目根塞

膳を必萎とす石他の場団llも・応するものとなろう。

　このほか1ご述ぺられたよう|ご、ll －ダーシ。プ|ま、ll －ダーとフ。ロアーとの�儡であらわれるもので

あり、基本的|ごljフｔロアー|ご討すalg－ダーの●●力であ９て、それ1こよぅて集�の成・が。檀極釣|こ

圈謁Ｍ一とな、てあらわtlることであ芯。すなわち'l－ダーの役割|ま、威・を慎団目標|こ対して一輪づli

るととである。

　唐鋤的ll－ダーシ。ヅ　lg－ﾀﾞｰａいない伸�隅窓のレクｇエーシｓン唐鋤のような場合1乙、１Ａａ意志

|とよ、て全休が●●きれ、方向づけられたと●|ま、ll
－ダーシ。プの樵脆がみられ芯が、このような集団

状況でsl、他の意箆|ごよ。て蜜芯こともある。したが、て集l訥lclま成員の世嗣も定まらず、親達1孟未分

化であり、９－ダーシップも騰●的である。゜屑J4ま、この状態を概動的リーダーシ。プと名付けている

が、閥じような･】－ダーシ。プのタ４プ？、りーダーとフ・ａアーとの閥儡|ま、相互|こ昨用し合い依存し

脅ろパターンであるから、時と場合によ、てフ。０７－がIりーダーにな芯こと色あるので、地位そのもの

1同一ダー巻意味するもので|まないとする説｀41ある。しかしこのよｉな麿動的'』－ダーシ。プのあらわ

れ芯集一状態で1ま、プラスとして|ま自由性や自発性の面がみられるが、７４ナヌ・としては、威儀の地位

●栓割がぶ暁鐘であね、構造的|ごぷ安定であるといえよろ。こａ点|こりいてΞ隅
⑤

|ま、脆鋤的'g－ダーシ

。ヅの状況Iま、慎団を横成す名各個人の自主性、自由性と独立性が発露Si1やすい状況なるが○え|こ、相

籾の剣･哩、塞笛、●彊をはらみ、それ|と基づく非能率、闘争、遠遊、浪費、欲求ぶ朧、退廃巻生しかねな

い。しかし、その対立、・●のゆえ|こ創造、飛●、前進、生がいを生tf状Ｓといえよう、と述べている。

また鹿勧的11 －ダーシ。プ1こついて|ま、これからの社会体系|ま、lrラi ･gド型の翻細鱗迪lこよる支配jま後

退し。この組繊鱗一巻維持しながら、プロジｘクトチームａような民主的､｡畿動的な集団・・が重一性

を哨してく石とする鋭１ある。

　流動的リーダーシ。プの指導泡�をー一犠団の立場で考えると、７１ｆス１が多いようである。すなわ
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j.､I:IIIII.'I･l‘I･り!i=､'｡i､a､S､l'､jlる!剔iでli、lj一一9･－ら一一､づはil切|こ発揚さjlており、ll －ダーと直一の暗位、

j.･I!･1･|'IJIll･-i:lj=h、IJI､l､統騨』のとtlt・励j･りl願さjlる。哩徊|こ●肝握厘か、ながく集団知識●纏持でＳ

な;'ことａ･-くjj.リ一ダーンー･｡､プの戈匍もあるが、唾一|こ目－意､�|まあ、ｔｌ・畿が横迪的lご一く、一

帯鳶Ｓがほいのでｈ勤基準が１１られす、●手な行畿●するなどで威識が分Ｉしたり崩壊することが§い。

また淵ｌ的ll一ダーシ。プの棚舎Si、「鉛酋１くして鳥山|こ１名｣のたと皇のよろ|ご、浹骸や迅・を必ｌ

とする迦一握団の活動ICijいては、非能事的であり.ljじめ|ご述ぺたよう1こ、自由な塀囲慧のあ名香好集

団でも、1】－ダーの在り方が・駱であ、たりすると、●放薦発1と略ぴつく恐れiiあ名。したか、て鹿１的

lj －ダーシ｡プ11、●朧朧団1こおいてSま鴫と場合1こよるが、一毅的|こー適切であるといえよう。また旋・

的'】－ゲ一り･､プ娶菱り入れる1こjま、�ｌの技隋や纒皺や朧ｌ∽高いことが粂吽となろう。

　I.I一ﾀﾞ･－りッづのタイプ

　運勘瞳団の威迪や響囲鴛lj、劃一の・銃や煙霧や運動�目|こよ匂、また凌曇a】目‐運威窟撒lごよ、てき

鸚aii、I】－ダーのｌ●や畠度1ごよ、ても大●く劃●きれる。・常リーダーのタ４プとしてlj、仙重型、

･●ｌｉ義一、民主塁、自由蝕圧・など|ご●型化して寓察することがＳいが、・ｌ握団の場合li、髪団の目

瞳の決定や組朧の・営が、・慢やＯＢの●向●主とする一存型、あるいlj龍腫外・から自己中心の勁●・、

あ･iいlj lR脳準、常1ご地Ｑや立｡・を鰹面aご出す権威・纏ｌ、‐豹れ主義の腫憧－。主体性のない●応型、

.nlilUや竣UI』を備前とする唐式・●昏や､政丿卸准｡･jj●ΞIEとする良主型、あるい|ま朗髪型などがあげられるli、

いくつかの複合したタイプ１ある。その他甦瞎的なｉａとしてsj、惶鋤－、儒恵一、傭重一、龍重佳型や

咋2111などのタイプがあlfj;れａ・

　一キillj－ダーシ、プと権威主義的lg －ダーシｇプiこ･っいては。ながい�わが国|ごおいて広く各社会に

厘=E馳・の在り力としてil用さ･n£。ア4オり大字のレヴィン、りピ。ト、ホワイト【L｡・in､R.lj脚itt.

R.01Whlt.､R.K S13】の研究がある。この塑鮪は。すでlと古典豹とされているが、今日のりーダー

り･､プ朧li・●な一睡を与えている。この賞●gi、リーダーの摺司法や態度|ご､上、て､握団の威迫・化と学

習勅搦のあらiっれ１●●察した１のであａａ内容lj加才の男子小字生の知能、家庭冊噛、交友�匯などが

専liこなるよろ|と配●してｓ名を１握団として３握団昏･っくａ、朧団ごと|ご威人の専制的、民憲削、自由

放任釣'j一ダーを配●して、工昨の学習をさ昔たが、結果lj次a]よう|ご●らわtlた。

　郷家馴、り一ダーが昨粛ａ進め力や役割●徊示し、自分1ま作業|ご加わらないで、曲者して作朧●行わせ

た。生鍵は1リーダー1r写�があ、たが壷aご出さず、仰�でSま難●16や●刻�儡がみられた。まtlg－ダー

がいな４なると昨攬●サポａなどで、●習効搦ljあがらなか、た。

　良・・、りーダーは。すぺてを全休酎■ll宣かせ、lg－ダー●グループａ一個となり、よい作業|ま誉め.

alr‐ぶなどの●席から生槌の礁栢|ま高１り、鮑・的塀囲気11ゐちれ、りーダーlsいなくと・、互い1こ励け

合いながら作●が行われたので、良い結果があらわれｔ。

　白由放任型、老て●生酋の自由|巴重か世、質問があれlj答えるとして、lg －ダーliｸ'ループ|こ入らない。

評価色度鳶色しないので､協朧的雲囲冤もゐらflず、厘陥として無銃制のままで.llとんど勅秦はみられな

か-1たとい５ことである・

　この喫謔綸階1･らみａと、ll －ダーのタィプ11民主●がも、とも好ましい結疑を示している。それ1まIﾘ

－y－71滴りjな助言や態度|こよ勺､子銚遠の自発意塵●睡気し、凌曖的発害数の瑠加とと61こ協S皺り雰囲気

が高まＱ、皇い結墨があ右わ11た。専制型でij、一方罰なり一ダーのやり方|こ封して、門屋llぶ瀧があ、

たｈ、亙tヽに鐘掴関係があらわ11るなどで、皇い結巣がみられなか、たし。自由放任復でlj無統制で１体
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陥疑とな、ている．　　　・

･･､のjll一一嵯|こりいて．わが一で●一●ｅ実鎗がtiわａてい葛か、鐘様檎感ず

1･11、･SI●f'゛らの笥愉.|こよると、一揖憎椚ad噂校のＳ年生の樋女●麹●IC、匍

゜･、哩咲の吐会的、経済釣粂倅など香寺慨ICなるようにー廟して●扁を轜璃し、

･PI:……j:li･lのりーダー●配置して、同容として|ま、●閥Ｓの亭幽と立体ａ匍凶の

　i･･‘IてI､ヽろ．その紬巣ICよると、専攬型ll－ダー|乙よ右慟1●廬、作奥lこは熟心

一一啄り;s1、11－ダーが席をはずすと傭穐taかふえｔ。鴎圭置墟、作蕎'ヽの禰･欄

･･･
-、･i好1!･･1宛匯も多く、伸一へａ依存度がみられ、'j－ダー|こ歯liしていだ．し

:GI･､r.xfjがり、協力し會うという意欲1ご･Ｘけており、作鵬の隻・Ｓとも他の匍

・､'.'､･J･'jl､111!Qlilで･は専制奉が畠か、ｔとし、２一ljの甕暖で●癩咄作業の終末紬

宍･リj.･';･.=i'､]･、;lj雅な課題の場合は専制型が一●すぐれていたと一告している．な

口：．･|･．ホ･.｣･･ 1･1j･)･M一と比較して、廓劃一の章一が、拠王堕や目田放任一の

：．．･ニ･一万.、･I､だりjl111'いＳ・の昨羞で協約Sこすぐれ昨晶を製作していること|こ

　悦i戟i･1･からの但ボ!こａう．といｉ心構えがで●ているからであろうとしている.

＝1ヽi一一;､‘.1一一、て･･F.I.1.れ.'こ協劇的零一気をＳめ、昨奥底�を上|侭こ誠王酌Iリーダーシ

Ir一一ら。ン!1･j雌一の実一一揚巻そのｌま鹿しい揃実社会へ適応さ

･･－･y－y-.づ1£ついて一一とする窟砥き多か、た．＝隅らの雙鯵では、●制

‘I:､I､､I､C.Ili-C'れ1こ.a･.をＭ・していａが、羞塵7匍一で６すぐれｔ成一を維持してい

･．・｣･|－ フーの･94づ･か名い．同一'4g】●査でも、畠喊外－リーダーの槽一でlj、

　.･:･;'･:･FF=1'lf:ヽ11､49=nである．集団内の瘤剛は肺寫|こよく守られており、楠奢へのＳ

い･:､ゾ､iい､Lしていろ.､.一一愉団の一飴ｌ橘|ま、偏入麺擾であれ、一体鐘撞であれ、

レ.:、そJ11MIIIIでljljSが114い帽、幽鮑や芳痛からの一●欲求と�う度合が仙い、

．一一．Ｕ１ることがＳいので、･』－ダーぬ姿が、権力酌、高1廸9とみられるような場面

:　'－.･;･　－J･4a似軸.と、威鎚ａ目標●|達意欲|ごよ、て決まるといえよう．

　　･】一一ブー-£-．･っび】●噛疸ＳＺ･･いて|ま．多くの研一がなされているか、基本的

･j､III‘.jが、カートッ1‘と妙ンダー{Ｃｌｙｌ－ｌｉｌｂｔ ・ ＺＵｄｌｆ．Ｓ６０ｊ朧の目

…………ご.1!.･-i.‘･;sr.名であろう．と述べているよう1こ、幽錐飴の一斑|こ.la体糸酌な肢

・、?･らい！－ダーシ･、７巍か台一するようにな･､ｔ．画欄吻の具体的r7吻Ｋつい

.II･!:･戊I･Slt･t、i一一池･£必翻なＳ僑への癩●かlfであり、一個のｉ楠羞鵬を爾め

･･-･･'･りりi･・£、S･一如.1仙鐘強化であり、艇差の柑jlli朗を顧l地l紬をlまかることで

　:………1.'･ii､を･'･?.S.j.．こ.･j‘μこ両一能を羞ふ廬Ｓとして、盛米り一ﾀ･－シ．フのタ

　.I･il.、り1･･tl-I、11｣11吻¶:‘il-｣など'の仙頓幽をもりて客Ｓ胴i£測1!で●るよう|こし、

..I,.･.t j, :“1！.だＪ５£一一， 禰らのＰＭ式り一ﾀ'一シリブ嘉である．

　………j･i－･j.･一一.･、7･lj.j.一一Wi､IIljで･よ、説圭一、●細胞、目田放任個の復導倣撞によ

｢･..やfll･i砧唄にそれぞれ屠かあらわれtii、この一巣ICついて二訓ら.911ま、それjま

．、い|:7.ま心く、･!－･･i－かalﾛ11こi-I勧したかというｈ齢鏑一であるとして、ll －ダ

ペ･Y=:･:･･:: -.t･ぺ･!'･IE､‘j7!･jll.･･rこは目咄l奎放樋飴と、●団維持機能の二'っａ橿龍

　.111.11･･;--､jl-1･､･､rm;1111!e　･ulj･l・･ilj･1c-..･(･Jj－ilと11;し．盛者をＭ･ｉｌｌａｎＳｌｅａ
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われる分類ぶ明のものもあるが、円容約1C性格約委粟が強いと考えられるので特性的妾因に加えた。

1.身体的要因運動集団では年長者がリーダーになる柵合が多い。また遂勣集団では一般的に序列意鵬が

強いが、リーダーの地位は、能力やi生格要因と｡も大きく関遅する。身長、体重、体格、外見などの身体的

唇因ほ、それぞれすぐれている方が有利であるとする肯定綸もあるが、否電論もあり、一慣していない。

2薦力的要因運動集団のリーダーは、成員より技能、経験のすぐれている場合が多い。リーダー週択の

条件についての鏑査によると、技能のすぐれていることを望ひのは、クラブ集団で88驀、雙好集団で50侈

の比率を示しており、勝科志向の集団に高い比率があらわれている。スポーツに必妾な知識としては、技

術、ルール、昨戦、情報などがあげられるが、これらは集団機能に直ちに影響するのでリーダーシップ機

能の大きな要素となろ。

3､件柄的要因一般的にリーダーは、多かれ少かれ自信や礪信の程度蝸粍いといわれるが、リーダーシッ

プ鴫能としては、問題を解決したり、集団の万向づけをすることなどに自信をもつことであり、集団の志

気に影奢すろ要素である。また意志の強さが大きな委素となるが、リーダーは、成員よりすぐれていると

いわれている。向性は一般に外向的で、社交的、積極的であって、円向的で円気なタィプはリーダーとし

て好ましくないといわれている。支配性、優越性については、リーダーが成扱より有慧で、リーダーシッ

ーり自己主慢性の相関が、性格要因のなかで最高の相関値がみられた。対人的感受性とリーダーシップに

も罹極的な相関がみられたといわれているが、決断力は、運勣集団のリーダー迦択の調査や、地万目治体

の市町村職員の管理者に期待される資質の調査むでも、決断力を望む項目が最も高率をあらわれており、

リーダーシップ機能の重要な要素を示している。

　まとめ

　リーゲーシップ機能は、基本的には成員に対する彰響力であり、リーダーの個人的特性としての性格や

行酢時性が大きく影響するが、運動集団におけるリーダーシップは、集団の或績やモラールに、また安全

管理の上からも重要な機能である。リーダーシップ行動についてΞ隅教授

～
は、リピットらの実験による、

民主型、専制型、自由放任型の行動類型が、それぞれ異った集団雰囲気と業臍を示したことで証明される

ように、リーダーシップ行動は、個人的性格要因ではなく、りーダーがいかに行動したか、という行勣類

型である。と述ぺているが、それとともにリーダーシップ行勣lこは、纂団の社会状況や成員の衆質や能力

とか、リーダーのパーソナリティの彰響するところが大きいと考えられるので、今後さらに検討をすすめ

たい。
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